
私は、時々太子橋中公園まで散歩に行きます。その時、地域に住む人々と話しをすることがあり、「ここにイチ

ョウがあるやろ、御堂筋のイチョウと仲間だよ」ということが話題になります。よく聞いてみると、御堂筋の

並木用に取り寄せられたイチョウがここにあるとの話。別の話を聞くと、御堂筋のイチョウが枯れた時の補

充用の木だとも聞きます。また、平成１９年１１月１２日の日本経済新聞の記事によると、「昭和３８年公園

として整備されるまでは苗圃だった。大正１３年に埼玉から取り寄せられ、大阪の土地に馴染むように育て

られたが、御堂筋に利用されずに残ったイチョウ」と書かれています。

他にサクラの話も出ました。かなり年月を経た古木とのことで、見れば大きく立派な樹形をしています。この

サクラは、「旭わがまちお宝リスト」で“市内でも有数の古さと大きさを誇るサクラが太子橋中公園にあり

ます。雄大な姿は一見の価値があります”と紹介されています。 

木の根を痛めないよう周囲を柵で囲うなど、地域の人々の努力により大切に育てられているおかげで、この

公園では春にサクラ、夏には木陰の涼しさ、秋にはイチョウの黄葉などを楽しむことができます。　＜鎌田＞

●大阪のシンボルロード、「御堂筋」は、大正１５年に工事着手。その際、街路樹の候補として内部では

　アジア原産のイチョウ派とヨーロッパ原産のプラタナス派に分かれていた。

●季節感が得られるということでイチョウが選定されたが、大量の仕入れに苦慮。探していたところ、

　埼玉県安行村（現：川口市南部）にあり約１０００本のイチョウを買い付けた。

●御堂筋は工事中であったため、ひとまず太子橋中公園で保管。御堂筋の緑地帯完成とともに、約８

　００本イチョウが運ばれたが、そのうち１０数本が中公園に残されることとなった。御堂筋は、昭

　和１２年に地下鉄とともに完成。

春はサクラ、夏は木陰の涼しさ、秋はイチョウの黄葉
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昔、太子橋中公園は苗圃で、御堂筋の工事が終わるまで公孫樹（イ

チョウ）をここでしばらく預かり、御堂筋に公孫樹を植えた後、何

本かがこの公園に残りました。そのため、太子橋中公園と御堂筋

の公孫樹が兄弟だと言われているのでしょう。また、桜のうち一

本だけ古いのが南西の隅に囲われていますが、これも苗圃の時か

らあったものを公園にする時に植え替えたと言われています。苗

圃の時には、そのいわれを書いたものを読むことができたそうで

すが、今は判読不明で１００年という確証はないようです。１０

０歳くらいの人がおられたら、もう少し詳しいことが人の口から

語られるのではないかと思うと、昔話を聞いておかなかったこと

が悔やまれます。 

今、この公園では、桜祭りなどの娯楽から消火訓練まで年間いく

つもの行事が行われ、地域の人々の交流の場として活用されてい

ます。地下には有事のための水槽もあり、苗圃に始まってグランド、

社宅と用途は変遷しましたが、地域のためになる立派な施設だと

思います。春は花、秋は紅葉が見られ、また、スポーツや園芸など

多くの人々に親しまれています。

遅まきながら、この地域史作成の勉強会に参加し、自分たちの住

んでいる町の今・昔が少しでも分って、一層わが街に愛着と親し

みを持つようになりました。

博学の諸先輩に心から感謝申し上げ、これからもよろしくご指導

をお願いいたします。　＜豊田＞

御堂筋の公孫樹（イチョウ）と兄弟－。
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